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もので、Davis（1989） や Jacobs, Dufon and Hong（1994） は gloss があった方が、
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文章理解が容易になったと報告している。最近の研究では、Ko（2012） が、中

































　need、search、evaluation で gloss を分析すると、対象語が未知語であり文
章を理解するのに重要な語であれば、need は発生する。ところが、語の意味
はマージンに書かれているので、search や evaluation の必要はない。従って
関与負荷仮説で予測すると gloss で意味を確認した語が習得される可能性はか
なり低いことになる。
















































テストでは、作文課題（⑶と⑷）、gloss 付き読解と gap-filling ⑵、gloss 付き読
解のみ⑴の条件の順で成績がよかったため、「関与負荷仮説」を支持する結果
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参加者は18の目標語を文中で使うタスクを与えられている。条件 1 は gap-
filling で、目標語 1 つに対し一文の空所補充問題を完成するもの、条件 2 は同
じく gap-filling で、目標語 1 つに対し 3 文の空所補充問題を完成するもの、条
件 3 は与えられた目標語で一文を作る作文課題である。課題完了直後の語彙テ










の意味の確認と目標語句を用いた gap-filling 問題（中程度の負荷）、グループ 3
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る。又、翻訳課題を用いたグループ 3 の 1 週間後テストの平均は、母語訳を書
くテストで10語中6.27語、10連語中8.73連語と、かなり高い定着率である。















































進した Peters et al.（2009） や Laufer and Girsai（2008） の用いたタスクは L2 学
習者特有の語彙習得過程に合致しているものだと解釈できる。
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